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令和8年度 泥亀地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当地域は人々が多く行きかう駅前の商店街や住宅地、大規模マンション等があり、多種多様な世代、世帯構成が共存し
ています。また、歴史的・文化的にも由緒ある場所です。３つの連合町内会・地区社会福祉協議会があり活動も活発です
が、中心的役割を担う後継者育成やそれぞれの活動のノウハウの共有などが課題となっています。引き続き、担当する3
つの地区の地域活動に６職種で積極的に参加し、ケアプラザの事業等で好評であったプログラム等の講師の紹介・調整な
どを行い、地域住民が無理なく活動を続けていける支援を継続したいと考えます。また、閉じこもりの方、認知症の方、ヤン
グケアラー、ダブルケアラーなど支援を必要とする方の早期発見も課題です。それらを解決していくには、担当エリアの諸
機関と情報共有できる関係構築が重要であり、積極的に出向き、顔と顔が見えるネットワークの構築を大切にしていきま
す。そして、区域計画・地区別計画の推進に向け、地域支援チームの一員として地域で生まれるインフォーマルサービスや
介護予防への取組等を支援・周知していきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

令和７年度に１つの町内会が作成した「見守りチェックシート」の活用や普及を住民の方々とともに考え、実行して
いきます。

認知症支援の取組として、引き続きチームオレンジの活動を進めます。令和７年度に試験的に開催した「ひろばカ
フェ」を定期的に開催します。
当事者やそのご家族の声を聞き、ともに集える場をつくっていきます。

地域の課題について、区・区社協・CPとチームを組み、互いに情報交換等行いながらそれぞれの強みを活かした
支援を考え実行しいていきます。

地域支援を行う中で、担い手や支援者の後継者不足や負担軽減が叫ばれています。現在の地域支援者に負担
が重ならないように、地域活動支援者の支援を行うと同時に、新たなプレーヤーの発掘・育成を共に行います。ケ
アプラザ事業等で好評であったプログラム等のノウハウや講師情報を地域と共有し、支援者の負担感軽減に努め
ます。

シニア男性の社会参加及び新たな活動参加に向けた取り組みを進めます。活動支援で得たノウハウ等も積極的
に発信していきます。

□ 区からのコメント


